
【外国語・小５・「Unit6 What would you like?」】①

①ヘッドセットを用いて、ALTが発音した動画や教科書のリンクなど複数の練習方法から個の理解度に応じた発音練習を行うことで、自分
のペースで新しい表現を身に付けることができる。

②ALTの発音動画や教科書のリンク、振り返りカードなどをカードに貼り付けたものを学習支援ソフトを用いて配布しておくことで、一つの授
業の中で、様々なコンテンツを容易に活用することができる。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

○プレゼンテーションソフトで提示されたイラストを見ながらSmall Talkを聞き、新出
言語材料に気付く。

【つかむ】
Small Talkを聞き、新出言語材
料を把握する。

【追究する】
新出言語材料の発音練習をする。
・ヘッドセットを用いた個人の活動か
ら、ペアで役割分担して会話する。

【まとめる】
本時のめあてに対するまとめを確認
し、学習内容を振り返る。

○ALTが発音している動画、デジタル教科書、英文のみの３種類から自分の力に
合った練習方法を選び、ヘッドセットを用いて練習に取り組む。

○新出言語材料が定着してきたら、ペアになって会話練習を行う。発音がわからなく
なれば、ALTの動画を見返し、確認する。

【事例におけるICT活用場面①】

○学習支援ソフトで送られている振り返りカードを記入する。
○翻訳サイトで音声入力機能、翻訳機能を使い、正しく発音できているかなどの自

己課題を見つけ、もう一度練習に戻る。

【事例におけるICT活用場面②】

本時のねらい：個別の発音練習やペアで注文のやりとりをする活動を通して、「What would you like?」や「I’d like ～.」の

表現を身に付けることができるようにする。



１時間の授業の中で、様々なコンテン
ツを使う場合、作業に時間がかかってい
た。そこで、本単元で使用するALTの発
音動画や教科書のリンク、振り返りカー
ドや翻訳サイトのリンクを貼ったカードを
学習支援ソフトを利用し、単元の初め
に配布した。
単元で使用するコンテンツが一連のカ

ードでつながっているので、前時までの
内容や振り返りの確認や、翻訳サイトの
利用が容易に行えるようになった。

ALTが発音している動画、音
声のみ、英文のみと、児童一人
一人が自分の力に合わせて練
習方法を選択する。ヘッドセット
を利用して自分のペースで練習
することによって、多くの児童が
新出言語材料を身に付けること
ができた。
身に付けた新出言語材料を

用いてペアで会話練習を行い、
途中でALTの動画を見返して、
発音を確かめる姿も見られた。

【外国語・小５・ 「Unit6 What would you like?」】②

（例）

【事例におけるICT活用の場面②】

【事例におけるICT活用の場面①】

活用したソフトや機能・・・学習支援ソフト（課題の提出、意見の共有）、動画再生機能、音声入力機能


